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第１  用語の定義  

 １  高木  植栽時における高さが 2.5メートル以上の樹木をいう。  

 ２  中木  植栽時における高さが１メートル以上、 2.5メートル未満の樹木

をいう。  

 ３  低木  植栽時における高 さが 0.3メートル以上１メートル未満の樹木を

いう。  

 ４  壁 面 緑 化  建 築 物 の 水 平 延 長 ３ メ ー ト ル 以 上 の 壁 面 部 分 を 長 さ １ メー

ト ル あ た り ３ 本 以 上 の ツ ル 性 植 物 で 緑 化 す る も の 、 又 は 壁 面 に 植 栽 基 盤

を 設 置 し 、 地 被 植 物 な ど で 緑 化 す る も の （ 以 下 、 「 基 盤 造 成 型 」 と い

う。）をいう。  

 ５  生 垣  植 栽 時 の 地 盤 面 か ら の 樹 木 の 高 さ が １ メ ー ト ル 以 上 で 、 概 ね均

一 な 樹 木 を 長 さ １ メ ー ト ル あ た り ３ 本 以 上 列 植 し 支 柱 等 を 設 け て い る も

のをいう。  

 ６  フ ェ ン ス 緑 化  長 さ ３ メ ー ト ル 以 上 の フ ェ ン ス 等 を 長 さ １ メ ー ト ルあ

たり３本以上のツル性植物で緑化するものをいう。  

 ７  鉢 ・ プ ラ ン タ ー 等  植 物 を 栽 培 す る 40リ ッ ト ル 以 上 の 容 器 で 、 適 切に

維持管理され、かつ周辺の景観に配慮したものをいう。  

 ８  空 地 面 積  敷 地 面 積 か ら 当 該 敷 地 面 積 に 基 準 建 蔽 率 （ 建 築 基 準 法 第 53

条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ る 建 蔽 率 を い う 。 ） を 乗 じ て 得 た 面 積 を 控 除 し

た面積をいう。  



 ９  住宅  一戸建て住宅、共同住宅、長屋、寄宿舎又は下宿をいう。  

第２  建築物の緑化基準  

   建築物の緑化基準は、次の表のとおりとする。  

建築物の区分 緑地の面積 
緑地の面積として 

算入する部分 

１   新築に係る建築物

でその建築面積が

1,000平方メートル以

上であるもの 

 

 建築面積の５パー

セント以上とするこ

と。 

 次の (1)から (7)に掲げる

面積の合計とする。  

(1)  地 被 植 物 等 で 被 わ れ

ている面積  

(2)  高 木 １ 本 を 樹 高 ７ メ

ー ト ル 以 上 の 場 合 30.1

平 方 メ ー ト ル と し て 、

樹 高 5.5 メ ー ト ル 以 上

７ メ ー ト ル 未 満 の 場 合

21.2平 方 メ ー ト ル と し

て 、 樹 高 ４ メ ー ト ル 以

上 5.5 メ ー ト ル 未 満 の

場 合 13.8平 方 メ ー ト ル

と し て 、 樹 高 2.5 メ ー

ト ル 以 上 ４ メ ー ト ル 未

満 の 場 合 8.0 平 方 メ ー

ト ル と し て 換 算 す る み

なし樹冠面積  

(3) 中木１本を 3.8平方メ

ー ト ル と し て 換 算 す る

みなし樹冠面積  

(4)  低 木 で 被 わ れ て い る

面積  

(5) 壁面緑化の面積  

(6) 生垣の面積  

(7)  鉢 ・ プ ラ ン タ ー 等 の

面積  

２   改築又は増築に係

る建築物で改築又は

増築に係る部分の建

築面積が1,000平方メ

ートル以上であるも

の 

 

 改築又は増築に係

る部分の建築面積の

５パーセント以上と

すること。 

３   既設の建築物でそ

の建築面積が1,000平

方メートル以上であ

るもの 

 建築面積の５パー

セント以上となるよ

う努めること。 

備考  

   １  緑 地 の 面 積 と し て 算 入 で き る 壁 面 緑 化 は 、 以 下 の も の に 限 る 。た

だ し 、 計 画 地 と 同 様 の 環 境 で 緑 化 実 績 が あ り 、 面 的 緑 化 が 確 実 に 見

込 め る と 認 め ら れ る も の （ 補 助 資 材 が 樹 種 に 応 じ て 適 正 な 編 み 目 の

大 き さ と 形 状 を 有 す る も の で 、 材 質 は 耐 久 性 の あ る 金 属 素 材 に 限

る。）はこの限りでない。  

(1) 基盤造成型によるもの  

(2) 金網と ヤシ 繊 維マット を併 用し た補助資 材を 用い る登はん 型ツ



ル植物によるもの  

２  壁 面 緑 化 の 面 積 は 、 植 栽 に か か る 壁 面 の 長 さ に 高 さ を 乗 じ た 面 積

とする。ただ し、 補助資材を設 ける 場合において 、樹 木の高さが 4.0

メ ー ト ル 以 下 で あ る と き に つ い て は 、 面 積 の 算 定 に か か る 高 さ は 、

4.0メートルまたは 補助資材の高さ の うち低い方をそ の 高さとみなす。  

   ３  道 路 等 公 共 空 間 （ 以 下 、 「 道 路 等 」 と い う 。 ） に 面 す る 壁 面 への

壁 面 緑 化 の 面 積 は 基 盤 造 成 型 に 限 り 、 ２ に お い て 算 定 し た 壁 面 緑 化

の 面 積 に 、 道 路 等 の 境 界 線 か ら 壁 面 ま で 距 離 に 応 じ た 以 下 の 係 数 を

乗 じ て 得 た 値 を 緑 地 の 面 積 に 算 入 で き る も の と す る 。 な お 、 「 面 す

る 」 と は 道 路 等 か ら 容 易 に 目 視 で き 、 構 造 物 等 に 遮 ら れ て い な い こ

とをいい、以下同じとする。  

    (1) ６メートル以内の範囲に位置する場合  1.5 

    (2) ２メートル以内の範囲に位置する場合  2.0 

   ４  生垣の面積は、奥行き 0.5メートルに長さを乗じた面積に地盤面か

らの高さを 1.2メートルとして長さを乗じた面積を加算したものとす

る。ただし、植栽時の高さが１メートル以上のものに限る。  

   ５  鉢・プランター等の面積は、容量 100リットル以上の場合は鉢・プ

ランター等の面積とし、 40リットル以上 100リットル未満の場合は、

１基あたり 1.0平方メートル（上限 10基）として換算した面積とする。

ただし、 40リットル以上 100リットル未満の鉢・プランター等につい

ては、道路等に面するものに限る。  

   ６  緑 地 の 面 積 と し て 算 入 す る 部 分 に つ い て は 、 （ 1） か ら （ 7） ま で

に 掲 げ る 面 積 の 合 計 と す る が 、 （ 2） 高 木 と （ 3） 中 木 の み な し 樹冠

面積は重複しないものとする。  

   ７  植 栽 に あ た っ て は 、 植 物 の 健 全 な 生 育 の た め に 、 適 切 な 植 栽 基盤

を設けるものとする。  

   ８  新 築 、 改 築 又 は 増 築 し よ う と す る 建 築 物 が 建 築 基 準 法 第 85条 に規

定する仮設建築物の場合は当緑化基準を適用しない。  

第３  建築物の敷地の緑化基準  



   建築物の敷地の緑化基準は、次の表のとおりとする。  

敷地の区分  緑地の面積  
緑地の面積として  

算入する部分  

１   住 宅 の 敷

地 で 敷 地 面

積 が 1,000

平 方 メ ー ト

ル 以 上 で あ

るもの  

 新築、改築

又は増築に係

る建築物の敷

地の場合 

 

 空地面積の30

パーセント以上

とすること。 

 次 の (1)か ら (7)に 掲

げ る 面 積 の 合 計 と す

る。  

(1)  地 被 植 物 等 で 被

われている面積  

(2)  高 木 １ 本 を 樹 高

７ メ ー ト ル 以 上 の

場 合 30.1 平 方 メ ー

ト ル と し て 、 樹 高

5.5メー トル 以上 ７

メ ー ト ル 未 満 の 場

合 21.2 平 方 メ ー ト

ル と し て 、 樹 高 ４

メー トル 以上 5.5メ

ー ト ル 未 満 の 場 合

13.8 平 方 メ ー ト ル

とし て、 樹高 2.5メ

ー ト ル 以 上 ４ メ ー

トル 未満 の場 合 8.0

平 方 メ ー ト ル と し

て 換 算 す る み な し

樹冠面積  

(3) 中 木 １ 本 を 3.8平

方 メ ー ト ル と し て

換 算 す る み な し 樹

冠面積  

(4)  低 木 で 被 わ れ て

いる面積  

(5) 生垣の面積  

(6)  フ ェ ン ス 緑 化 の

面積  

(7) 鉢 ・ プ ラ ン タ ー 等

の面積  

２   既設の建築

物の敷地の場

合 

 

 空地面積の10

パーセント以上

とすること。 

３   建築物（住

宅、特定工場

等及び工場立

地法第６条第

１項に規定す

る特定工場を

除く。）の敷

地で敷地面積

が 1,000 平 方

メートル以上

であるもの 

 新築、改築

又は増築に係

る建築物の敷

地の場合 

 

 空地面積の50

パーセント以上

とすること。 

４   既設の建築

物の敷地の場

合 

 空地面積の20

パーセント以上

とすること。 

  備考  

   １  駐 車 区 画 の 面 積 の 50パ ー セ ン ト 以 上 を 芝 生 等 の 地 被 植 物 で 被 う工

法 に よ り 緑 化 す る こ と が で き る 場 合 、 整 備 す る 駐 車 区 画 に つ い て は 、

地 被 植 物 で 被 わ れ て い な い 部 分 を 含 め て 駐 車 区 画 全 体 の 面 積 を 緑 地



の面積とみなす。  

   ２  フェンス緑化の面積は、植栽にかかるフェンス等の長さに高さを 1.

2メートルとして乗じた面積（敷地における緑地の面積の１／２を上

限 と す る 。 た だ し 、 第 ７ 第 １ 項 を 適 用 す る 場 合 に つ い て は こ の 限 り

ではない。）とする。ただし、フェンスの高さが 1.2メートル以下で

あるときについては、面積の算定にかかる高さは 、 1.2メートルまた

はフェンスの高さのうち低い方をその高さとみなす。  

   ３  道 路 等 に 面 す る 中 木 （ 生 垣 を 含 む 。 ） 又 は 高 木 の み な し 樹 冠 面積

は 、 当 該 面 積 に 道 路 等 の 境 界 線 か ら の 距 離 に 応 じ た 以 下 の 係 数 を 乗

じて得た値を緑地の面積に算入できるものとする。  

    (1)  ６ メ ー ト ル 以 内 の 範 囲 に み な し 樹 冠 の 全 部 が 含 ま れ る 場 合  

1.5 

     (2) ２メートル以内の範囲にみなし樹冠の一部又は全部が含まれる

場合  2.0 

４  緑 地 の 面 積 と し て 算 入 す る 部 分 に つ い て は 、 （ 1） か ら （ 7） ま で

に 掲 げ る 面 積 の 合 計 と す る が 、 （ 2） 高 木 と （ 3） 中 木 の み な し 樹 冠

面積は重複しないものとする。  

   ５  住 宅 の 用 途 及 び 建 築 物 （ 住 宅 、 特 定 工 場 等 及 び 工 場 立 地 法 第 ６条

第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 工 場 を 除 く 。 ） の 用 途 に 供 す る 建 築 物 に つ い

て は 、 そ れ ぞ れ の 用 途 に 供 す る 部 分 の 床 面 積 の う ち 過 半 の 床 面 積 を

占 め る 部 分 の 用 途 を 当 該 建 築 物 の 用 途 と み な し 、 敷 地 の 区 分 を 適 用

する。  

   ６  建 築 物 を 改 築 又 は 増 築 す る 場 合 の 空 地 面 積 に つ い て は 、 緑 地 基準

第 １ 第 ８ 項 の 規 定 中 「 敷 地 面 積 」 を 「 改 築 又 は 増 築 に 係 る 建 築 面 積

を 、 基 準 建 蔽 率 で 除 し た 面 積 」 （ 以 下 、 「 改 築 又 は 増 築 に 見 合 う 敷

地 面 積 」 と い う 。 ） と 読 み 替 え て 算 定 し た 面 積 と す る 。 た だ し 、 建

築 物 の 敷 地 の 緑 化 基 準 が 適 用 さ れ る 以 前 に 建 築 さ れ た 建 築 物 を 改 築

又は増築する場合に限る。  

   ７  第 ２ の 備 考 ４ 、 ５ 、 ７ 、 ８ に つ い て は 、 建 築 物 の 敷 地 の 緑 化 につ



いても適用する。  

第４  計画開発区域における建築物の敷地緑化の取扱い  

   次 の 各 号 に 掲 げ る 、 計 画 的 に 開 発 さ れ た 開 発 区 域 の う ち 、 緑 地 と して

整 備 す る 計 画 が あ る 部 分 の 面 積 が 当 該 区 域 の 合 計 面 積 に 対 す る 割 合 と し

て 10パ ー セ ン ト 以 上 で あ り 、 計 画 的 に 、 か つ 、 将 来 に わ た っ て 確 保 さ れ

る も の と 認 め ら れ る 区 域 （ 以 下 「 計 画 開 発 区 域 」 と い う 。 ） に お い て は 、

当 該 計 画 開 発 区 域 の 緑 地 の 面 積 の 合 計 に 、 当 該 計 画 開 発 区 域 の 建 築 物 に

係 る 敷 地 面 積 の 合 計 に 対 す る 条 例 第 23条 第 ２ 項 の 届 出 に 係 る 建 築 物 の 敷

地 面 積 の 割 合 を 乗 じ て 得 た 面 積 を 、 緑 化 基 準 第 ３ の 緑 地 の 面 積 に 算 入 す

ることができるものとする。  

(1) 近畿圏の近郊整備区域及び都市開発区域の整備及び開発に関する法

律 （ 昭 和 39年 法 律 第 145号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る 工 業 団 地 造 成 事

業の施行区域  

(2) 流 通 業 務 市 街 地 の 整 備 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 41年 法 律 第 110号 ） 第 ２

条第４項に規定する事業地  

(3) 新 住 宅 市 街 地 開 発 法 （ 昭 和 38年 法 律 第 134号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定

する事業地  

(4) 土 地 区 画 整 理 法 （ 昭 和 29年 法 律 第 119号 ） 第 ２ 条 第 ４ 項 に 規 定 す る

施行地区  

(5) 公有水面埋立法（大正 10年法律第 57号）第２条第１項の免許に係る

埋立に関する工事の施行区域  

(6) 前各号に掲げるもののほか 、これらに類するものとして市長が認め

る区域  

第５  緑化が著しく困難な部分における建築物の敷地緑化の取り扱い  

   建 築 物 を 新 築 、 改 築 又 は 増 築 す る 場 合 （ 次 項 に 掲 げ る 場 合 を 除 く 。 ） 、

次 の い ず れ か に 該 当 す る 緑 化 が 著 し く 困 難 な 部 分 の 面 積 は 、 緑 化 基 準 第

３ の 空 地 面 積 か ら 除 外 す る こ と が で き る も の と す る 。 た だ し 、 第 ２ 号 に

該 当 す る 場 合 、 運 動 場 に つ い て は 、 当 該 運 動 場 の 面 積 の ５ パ ー セ ン ト 以

上の面積を緑化するものとする。  



  (1) コンテナ等の搬入 、搬出若しくは一時保管又は大型車両の通行等を

行うため、敷地の緑化が著しく困難な場合におけるコンテナ等を取り

扱う部分又は大型重量車両 （自重又は総積載荷重が 20トン以上の車両

をいう。以下同じ。）が駐車若しくは通行を行う部分の面積  

  (2) 学校、社会福祉施設及び社会教育施設（施設の 形状が学校に類する

ものに限る。以下「学校等」という。）の運動場の面積  

  (3) 構造上緑化することが著しく困難な部分のうち 、市長がやむを得な

いと認める部分の面積  

  (4) その他、市長が特にやむを得ないと認める部分の面積  

 ２  建 築 物 の 敷 地 の 緑 化 基 準 が 適 用 さ れ る 以 前 に 建 築 さ れ た 建 築 物 を 改築

又 は 増 築 す る 場 合 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 緑 化 が 著 し く 困 難 な 部 分 の

面 積 は 、 緑 化 基 準 第 ３ 備 考 ５ で 規 定 す る 空 地 面 積 か ら 除 外 す る こ と が で

き る も の と す る 。 た だ し 、 第 ２ 号 に 該 当 す る 場 合 、 第 ２ 号 で 規 定 す る 面

積の５パーセント以上の面積を緑化するものとする。  

  (1) コンテナ等の搬入 、搬出若しくは一時保管又は大型車両の通行等を

行うため、敷地の緑化が著しく困難な場合におけるコンテナ等を取り

扱う部分又は大型重量車両が駐車若しくは通行を行う部分の面積のう

ち第３項により算定する面積  

  (2) 学校等の運動場の面積のうち第３項により算定する面積  

  (3) 構造上緑化することが著しく困難な部分のうち 、市長がやむを得な

いと認める部分の面積のうち第３項により算定する面積  

  (4) その他、市長が特にやむを得ないと認める部分の面積  

 ３  前 項 第 １ 号 、 第 ２ 号 及 び 第 ３ 号 に よ り 算 定 す る 面 積 と は 、 下 記 式 によ

り算定する面積とする。  

   算定する面積  

                 改築又は増築に見合う敷地面積  

                     敷地面積  

第６  太陽電池等の設置部分の面積の取扱い  

   建 築 物 又 は そ の 敷 地 に 太 陽 電 池 又 は 露 天 の プ ー ル 等 を 設 置 し た 場 合 、

×  ＝  
緑化が著しく困難な  

部分の面積  



そ の 設 置 面 積 の 50パ ー セ ン ト の 面 積 を 緑 化 基 準 第 ２ 及 び 第 ３ の 緑 地 の 面

積に算入することができるものとする。  

 ２  露 天 の プ ー ル 等 （ 建 築 物 又 は 敷 地 に 固 定 さ れ 恒 常 的 に 水 に 満 た さ れ て

い る も の で 池 な ど を 含 む 。 ） を 建 築 物 に 設 置 し た 場 合 は そ の 面 積 を 緑 化

基 準 第 ２ の 表 中 「 緑 地 の 面 積 」 欄 の 建 築 面 積 か ら 除 外 す る こ と が で き る

も の と し 、 敷 地 に 設 置 し た 場 合 は そ の 面 積 を 緑 化 基 準 第 ３ の 空 地 面 積 か

ら除外することができるものとする。  

第７  建築物及び建築物の敷地の緑地の面積の相互の振り替え  

   建 築 物 の 屋 上 、 壁 面 、 ベ ラ ン ダ 等 の 緑 地 の 面 積 に つ い て 、 緑 化 基 準第

２ を 満 た す こ と が 困 難 な 理 由 が あ る 場 合 は 、 当 該 建 築 物 の 屋 上 、 壁 面 、

ベ ラ ン ダ 等 に お い て 必 要 と さ れ る 緑 地 の 面 積 の う ち 、 緑 化 が 困 難 な 面 積

相 当 分 は 、 建 築 物 の 敷 地 の 同 一 面 積 の 緑 地 の 面 積 を も っ て 代 え る こ と が

で き る 。 こ の 場 合 に お い て 当 該 建 築 物 の 敷 地 の 緑 化 を も っ て 代 え る 面 積

は 、 建 築 物 の 敷 地 に お い て 必 要 と さ れ る 緑 地 の 面 積 に は 含 ま れ な い も の

と し 、 当 該 建 築 物 に お い て 必 要 な 緑 地 面 積 の 50パ ー セ ン ト を 上 限 と す る 。

 た だ し 、 や む を 得 な い 理 由 に よ り 上 限 を 超 え て 当 該 建 築 物 の 敷 地 へ 振

り 替 え る 場 合 は そ の 超 え た 分 に 相 当 す る 緑 地 を 道 路 等 に 面 す る 位 置 に 植

栽するように努めなければならない。  

 ２  建 築 物 の 敷 地 に お け る 緑 地 の 面 積 に つ い て 、 緑 化 基 準 第 ３ を 満 た す こ

と が 困 難 な 理 由 が あ る 場 合 は 、 当 該 建 築 物 の 敷 地 に お い て 必 要 と さ れ る

緑 地 の 面 積 の う ち 、 緑 化 が 困 難 な 面 積 相 当 分 は 、 建 築 物 の 屋 上 、 壁 面 、

ベ ラ ン ダ 等 の 同 一 面 積 の 緑 地 の 面 積 を も っ て 代 え る こ と が で き る 。 こ の

場 合 に お い て 当 該 建 築 物 の 屋 上 、 壁 面 、 ベ ラ ン ダ 等 の 緑 化 を も っ て 代 え

る 面 積 は 、 建 築 物 の 屋 上 、 壁 面 、 ベ ラ ン ダ 等 に お い て 必 要 と さ れ る 緑 地

の 面 積 に は 含 ま れ な い も の と し 、 当 該 建 築 物 の 敷 地 に お い て 必 要 な 緑 地

面積の 50パーセントを上限とする。  

た だ し 、 や む を 得 な い 理 由 に よ り 上 限 を 超 え て 当 該 建 築 物 へ 振 り 替え

る 場 合 は そ の 超 え た 分 に 相 当 す る 緑 地 を 道 路 等 に 面 す る 位 置 に 植 栽 す る

ように努めなければならない。  


